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■
本
会
の
会
員
で
あ
り
、
東
京
の
「
女
子
学
院
」
の

元
院
長
で
、
わ
だ
つ
み
会
な
ど
各
反
戦
運
動
、
あ
る

い
は
靖
国
問
題
・
天
皇
制
問
題
な
ど
で
活
躍
さ
れ
て

い
た
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
大
島
孝
一
さ
ん
は
、
8
月
27

日
に
95
歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
（
左
は
２
０
０
２
年
9

月
の
写
真
で
す
）。
大
島
さ
ん
の
訃
報
は
、『
東
京
新
聞
』

や
共
同
通
信
配
信
の
あ
る
ロ
ー
カ
ル
紙
な
ど
に
は
か

な
り
出
て
い
た
の
で
す
が
、
な
ぜ
か
全
国
紙
に
出
な

か
っ
た
た
め
、
大
島
さ
ん
を
よ
く
ご
存
知
な
方
で
も
、

逝
去
を
知
ら
な
か
っ
た
方
が
か
な
り
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
。
葬
儀
は
8
月
30
日
、
日
基
教
団
西
千
葉
教

会
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

■
大
島
さ
ん
は
、
１
９
１
９
年
熊
本
市
生
ま
れ
。
東

北
大
学
物
理
学
科
を
卒
業
し
、
福
岡
管
区
気
象
台

に
勤
務
の

後
、
41
年

に
応
召
し
、

45
年
の
8

月
6
日
、

市
ヶ
谷
台

の
陸
軍
総

軍
司
令
部

で
「
新
型

爆
弾
」
の
情
報

を
知
り
ま
す
。

そ
し
て
そ
の
年

の
暮
れ
、
九
州

を
訪
ね
る
途
中
、

焼
野
が
原
の
広

島
を
見
て
衝
撃

を
受
け
ま
す
。
大
島
さ
ん
の
一
生
の
反
核
の
意
識
は

こ
こ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

■
戦
後
、
東
北
大
学
、
岩
手
大
学
な
ど
で
教
職
に
つ

い
た
あ
と
、
66
年
に
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
の
女
子

学
院
の
院
長
に
な
り
、
以
後
14
年
間
、
そ
れ
を
続
け

ら
れ
ま
す
。
女
子
学
院
の
院
長
は
、
こ
の
学
校
の
卒

業
生
か
関
係
深
い
女
性
の
み
だ
っ
た
の
で
す
が
、
大

島
さ
ん
は
初
め
て
外
部
か
ら
就
任
し
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。
66
年
か
ら
と
い
え
ば
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
、
環

境
問
題
、
あ
る
い
は
全
共
闘
問
題
な
ど
、
狂
瀾
怒
涛

の
時
期
を
含
む
時
期
で
す
。
こ
の
学
校
で
も
69
年
11

月
に
は
、
高
校
2
年
生
が
机
や
椅
子
を
積
み
上
げ
、

い
わ
ゆ
る
バ
リ
ケ
ー
ド
封
鎖
が
始
ま
り
ま
す
。
大
島

さ
ん
は
生
徒
た
ち
の
要
求
を
入
れ
て
授
業
を
中
止
し
、

高
校
生
・
教
師
の
全
校
討
論
集
会
を
行
な
い
、
生
徒

の
提
起
し
た
問
題
を
真
摯
に
語
り
合
い
ま
す
。
授
業

は
3
日
後
に
再
開
さ
れ
ま
す
。
生
徒
の
処
分
な
ど
は

出
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

■
大
島
さ
ん
は
さ
ま
ざ
ま
な
学
校
制
度
の
改
革
を
行

な
い
ま
す
。
例
え
ば
、
72
年
に
は
そ
れ
ま
で
あ
っ
た

制
服
の
服
装
規
定
を
廃
止
し
ま
す
。「
服
装
は
個
性

を
も
っ
て
自
分
で
選
び
取
る
も
の
で
あ
り
、
機
能
に

応
じ
た
用
い
方
を
工
夫
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
…
…

そ
の
こ
と
が
ひ
と
つ
の
教
育
で
あ
る
と
考
え
ま
す
」。

各
生
徒
の
い
わ
ゆ
る
保
護
者
あ
て
に
大
島
さ
ん
が
配

布
し
た
文
書
に
は
そ
う
載
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
こ

の
通
達
は
一
方
的
な
院
長
か
ら
の
通
達
だ
っ
た
の
で
、

一
部
の
中
学
生
か
ら
は「
強
制
さ
れ
た
自
由
化
反
対
」

と
い
う
プ
ラ
カ
ー
ド
を
掲
げ
て
院
長
室
に
押
し
か
け

ら
れ
る
と
い
う
、
皮
肉
な
波
紋
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

し
か
し
、
大
島
さ
ん
の
姿
勢
は
、
生
徒
を
は
じ
め
、

多
く
の
人
び
と
か
ら
敬
愛
の
念
を
抱
か
れ
ま
し
た
。

■
大
島
さ
ん
の
活
動
は
、
学
園
の
内
部
に
限
ら
れ
ず
、

日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
内
で
戦
争
協
力
へ
の
反
省
・
方

向
転
換
へ
の
努
力
、
靖
国
問
題
・
天
皇
制
問
題
な
ど

で
の
キ
リ
ス
ト
教
界
内
で
の
思
想
的
リ
ー
ド
、
市
民

運
動
の
統
一
行
動
に
も
積
極
的
に
参
加
さ
れ
、
戸
村

一
作
さ
ん
亡
き
あ
と
、
つ
い
最
近
ま
で
三
里
塚
教
会

に
所
属
し
て
説
教
を
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

■
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
つ
い
て
は
、
65
年
、「
ベ
ト
ナ

ム
に
平
和
を
求
め
る
キ
リ
ス
ト
教
の
緊
急
会
議
」（
通

称
「
ベ
ト
緊
」）
を
発
足
、
ベ
平
連
よ
り
も
早
く
自
立

的
な
反
戦
市
民
活
動
を
続
け
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

前
田
俊
彦
さ
ん
や
私
ら
が
「
内
ゲ
バ
」
抗
議
・
阻
止

の
ア
ピ
ー
ル
を
は
じ
め
た
と
き
も
積
極
的
に
参
加
さ

れ
ま
し
た
。

■
た
だ
、
ひ
た
す
ら
真
摯
な
姿
勢
の
大
島
さ
ん
に
は
、

い
わ
ゆ
る
裏
側
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
、
私
は
持
っ
て

い
な
い
の
で
す
。

	

■
著
書
に
は
、１
９
８
２
年
刊
の『
自
己
確
認
の
旅
』

（
新
教
出
版
社
）、
１
９
８
５
年
刊
の
『
戦
争
の
な
か

の
青
年
』（
岩
波
書
店
）
な
ど
。
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